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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　5月　13日　(火)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　藤田　タイ子　　　記録者　庭田　誓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 深夜勤務にて、朝の検温時に、ＡＢユニットの患者様の検温する際は、必ず排尿と便の回数を聞いて、しっかりと記入するようにして下さい。

患者様の排泄状況を知る為に必要な情報です。

忘れずに行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 見付　喜久様～本日レントゲン撮影しています。

　　　　　　　　大きな肺炎の炎症所見はなしとの事です。

　　　　　　　　その為、抗生剤（モダシン）本日で止めとなります。

　　　　　　　　点滴は、１４日分までの指示が出ています。（３本）

　　　　　　　　本日１０時まで、酸素２ℓでしたが、1ℓに変更しています。

　　　　　　　　※主治医より、酸素、点滴に関しては、状態をみながら、止める方向で考えているそうです。１４日、診察後に指示を出すとの事です。

　　　　　　　　　また、身体状況が良くなっていれば、経管栄養の開始も考えているとの事です。

　　　　　　　　　引き続いて、身体状況、十分に要観察して行きましょう。

　　　　　　　　　特に、酸素流量減量している為、呼吸、顔色など注意し観察していきましょう。

· 大久保　まつゑ様～経口摂取時のむせ込みなどあり、栄養状態低下もあった為に

現在まで、食事量半分とアイソジェンのトロミ付きの食事でした。

　　　　　　　　　　　しかし、アイソジェンのトロミ付きの補食を、本人が嫌がる傾向にあり、摂取状況も改善されつつあるため検討し

　　　　　　　　　　　５月１４日の朝より

　　　　　　　　　　　　粥、ミキサートロミ、副食全量、パン、麺類禁、

　　　　　　　　　　　　朝食は、ヨーグルトの食事形態になります。

　　　　　　　　　　　　食事の摂取状況など、しっかり観察していきましょう。

· 高森　清八様～本日、御家族面会に来られ、身体の発疹の為の薬と軟膏を３０日分

　　　　　　　　　お預りしています。

　　　　　　　　　引き続いて、発疹状況の観察と、軟膏塗布し、身体状況観察していきましょう。

　　　　　　　　　また、妻様が、ご本人の現在の状況について、知りたいとの事で、

Ｄｒとの面談を希望しています。

　　　　　　　　　後日、再度連絡下さるとの事ですので、スタッフ全員、周知し、連絡がきたら、申し送るようにしていきましょう。

　

　※食事変更について

· 患者様の状態により、変更する際は、必ずスタッフ間で話し合い、医師の指示を

受けてから変更するようにして下さい。

＜口腔ケア検討＞

· 三浦　一男様～微熱頻回に見られています。

　　　　　　　　　口腔内も乾燥、汚れも見られています。

　　　　　　　　　各勤務帯で、最低２回は口腔ケアし、他は適宜、吸引、ケアを行って肺炎予防に努めて行くようにしましょう。

· 大渡　福蔵様～毎日のエンシュアを摂取した後の口腔内の汚染がみられます。

　　　　　　　　むせ込みもあり、トロミつきのエンシュアになっている為と思われますが、摂取後は、必ず口腔ケア、または、嚥下状態がよければ寒天を摂取して頂くなどケアしていきましょう。

・久慈　脩様～食事を終えると、そのまま自室へ向かい、口腔ケアが不十分な時が、度々

　　　　　　　見られています。

　　　　　　　食事摂取後は、自室へ戻る際に、口腔ケアの促しをしっかりとするようにしていきましょう。

　　　　　　　気分変動もある方なので、拒否してしまうときや、粗暴的となる時は、本人の状態を考慮した上で、スタッフ数名で、対応するようにしていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　







